










保証期間 

商品保証について 

※次のような消耗部品については、保証期間中であっても有料となります。（当社製作上の不具合を除く） 

※保証期間経過後の修理、交換などは有料といたします。 
※本書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理について 
 ご不明の場合は、最寄りの当社支店・営業所にお問い合わせください。 
※保証期間終了後の保守 
 ご連絡いただければ別途、保守委託契約により保証いたします。 

ガラス押さえゴム、気密ゴム、モヘヤ、風止め板、はずれ止め、振れ止め、小口カバー 
戸当たり、戸車、操作ツマミ、水抜き具、網戸の網、網押さえゴムなどの合成樹脂製品 

■保証期間は施工者よりの引き渡し日（注1、注2）から2年間 
 （電装部品・フロアヒンジ・丁番型及びオフセット型ヒンジクローザについては１年間） 
（注1）改修工事の場合は、改修部分の工事完了日とします。 
（注2）分譲住宅（建売住宅）・分譲マンションの場合は、建築主様への引き渡しの日とします。 
 ただし、「住宅の品質確保の促進等に関する法律」第2条第1項及び第2項に規定する「新築住宅」に 
 取り付けられた商品（同法第94条第1項に定める「雨水の浸入を防止する部分」として同法施行令 
 第5条第2項に該当する部分に限る）からの雨水浸入については10年間（改修工事は対象外） 

保証の範囲 

 取扱説明書、本体ラベルまたはその他の注意書きに基づく適正なご使用状態で、保証期間内に不具合が 
発生した場合には、下記に例示する免責事項を除き無料修理いたします。 
 なお、強風雨時に、サッシ下枠に雨水がたまることがありますが、これは商品上の特性であり不具合では
ありません。不具合といえる雨水浸入は、サッシ下枠を越えて室内に雨水が流れ出たり、あふれ出たりする
ことです。 

免責事項 

 保証期間内でも、次の様な場合には有料修理となります。 
（1）締り金具の施錠及び解錠にかかわらずその状態に相反する操作を行い、損傷したとき。 
（2）サッシ及びドアの開口部に物を入れそのまま閉めて機能障害が発生したとき。 
（3）犬、猫、鳥、鼠などの小動物に起因する不具合。 
（4）お客様がご自身の都合で建具・網戸の取外しを行い、現状復帰に不具合が生じ、機能障害を起こしたとき。
（5）引き渡し後の操作誤り、調整不備又は適切な維持管理を行わなかったことによる不具合。 
（6）お客様が修理や改造（必要部品の取外しを含む）を行い、そのために故障・損傷を起こしたとき。 
（7）天災その他の不可抗力（暴風、豪雨、高潮、地震、落雷、洪水地盤沈下、火災など）による不具合または 
    これらによって商品の性能を超える事態が発生した場合の不具合。 
（8）商品周辺の自然環境、住環境などに起因する結露、腐食などの不具合。 
    （例：塩害による腐食。大気中の砂塵、煤煙、各種金属粉、亜硫酸ガス、アンモニア、車の排気ガス 
         などが付着して起きる腐食。異常な高温・低温・多湿による不具合など） 
（9）当社の手配によらない第三者の加工、組立て、施工、管理、メンテナンスなどに起因する不具合。 
  （例：海砂や急結材を使用したモルタルによる腐食。工事中の養生不良に起因する変色や腐食など） 
（10）商品または部品の経年変化（使用に伴う消耗、摩耗など）、経年変化（樹脂部分の変質、変色など） 
         またこれらに伴うさび、かび又はその他の不具合。 
（11）商品または部品の材料特性に伴う現象（例：木製品の反り、干割れ、色あせ、木目違い、節抜け、 
           樹液のにじみだしなど） 
（12）実用化されている技術では予測することが不可能な現象、又はこれが原因で生じた不具合。 
（13）本来の使用目的以外の用途に使用された場合の不具合、又は、使用目的と異なる使用方法による場合の 
           不具合。 
（14）犯罪行為などの不法な行為に起因する破損や不具合。 
（15）建築躯体の変形など商品以外の不具合に起因する商品不具合。 
（16）機能上支障のない音や振動等の感覚的不具合。 
（17）表示された商品の性能を超えた性能を必要とする場所に取り付けられた場合の不具合。 

 

 弊社商品保証は、下記に記載の保証期間、保証内容の範囲において無料修理をお約束するものです。 
 保証期間中に故障・損傷などの不具合（以下「不具合」といいます）が発生したときは、下記内容で修理い
たしますので、弊社お客様担当窓口にご連絡ください。 
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 本書は、弊社の商品に関し、ここに記載の保証期間、保証内容の範囲において無料修理を行うことを 
お約束するものです。保証期間中に故障・損傷などの不具合（以下「不具合」といいます）が発生した 
場合には、お取り扱いの施工店、工務店、販売店または最寄りの営業所に修理をご依頼ください。 
 

BL認定品の商品保証について 

■保証期間・保証内容 

   弊社が供給したBL認定品（BLマーク証紙貼付）につきましては、 
取扱説明書、本体ラベルまたはその他の注意書きに基づく適正な 
ご使用状態で、保証期間内に不具合が発生した場合には、下記に 
例示する免責事項を除き無料修理いたします。 

  
 
 

   保証期間は施工者よりの商品の引き渡し日（注1、注2）から 
2年間といたしますが、特定機能については下記のごとく別途 
定められています。 

 
 
 

  
なお、強風雨時、サッシ下枠に雨水がたまることがありますが、これは商品上の特性であり 
不具合ではありません。不具合といえる雨水浸入は、サッシ枠を超えて室内に雨水が流れ出たり、 
あふれ出たりすることです。  
 
  （注1）改修工事の場合は、改修部分の工事完了の日とします。  
  （注2）分譲住宅（建売住宅）・分譲マンションの場合は、建築主様への引き渡しの日とします｡   
  （注3）ドアクローザ・錠前については、保証期間、保証内容、免責事項が別途定められています。   

（注4）万一弊社が倒産等している場合、弊社による瑕疵保証責任等に代わる措置がベターリビング
    から受けられます。窓口連絡先は商品に貼り付けられているBLマーク証紙に記載されています。
    連絡先:TEL 03-5211-0680

 保 証 期 間 特 定 機 能
サッシ

品　　　目

玄関ドア（戸建住宅用玄関ドアを除く） 

改修用玄関ドア（戸建住宅用玄関ドアを除く）  手動での開閉機能

手動での開閉機能
雨水の浸入を防止する機能

）
5年 

5年 
10年 

5年 

■ 免 責 事 項 
保証期間内でも、次の様な場合には有料修理となります。 
①住宅用途以外で使用した場合の不具合 
②当社の手配によらない第三者の加工上、組み立て上、施工上、管理上、メンテナンス上などの不備に起因する不具合 
 （例えば、海砂や急結材を使用したモルタルによる腐食、中性洗剤以外のクリーニング剤を使用したことによる変色 
   や腐食、工事中の養生不良による変色や腐食など） 
③表示された商品の性能を超えた性能を必要とする場所に取り付けられた場合の不具合 
④建築躯体の変形など商品以外の不具合に起因する商品の不具合、 
  商品または部品の経年変化（使用に伴う消耗・摩耗など。木製品の反り・干割れ・変色など）や経年劣化 
 （樹脂部品の変質・変色など）またはこれらに伴うさび、かびなどその他類似の不具合 
⑤自然現象や住環境に起因する結露などの不具合 
⑥環境が特に悪い地域または場所での腐食またはその他の不具合 
 （例えば、海岸地帯での塩害による腐食、大気中の砂塵・煤煙・各種金属粉・亜硫酸ガス・アンモニア・ 
   車の排気ガスなどが付着しておきる腐食、異常な高温・低温・多湿による不具合など） 
⑦天災その他の不可抗力（例えば、暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、地盤沈下、落雷、火災、津波、噴火など） 
  により、商品の性能を超える事態が発生した場合の不具合 
⑧犬、猫、鳥、鼠などの小動物の害による不具合 
⑨引き渡し後の操作誤り、調整不備または適切な維持管理を行わなかったことによる不具合 
⑩お客様自身の組み立て、取り付け、修理、改造（必要部品の取りはずしを含む）に起因する不具合 
⑪本来の使用目的以外の用途に使用された場合の不具合、または使用目的と異なる使用方法による場合の不具合 
⑫犯罪などの不法な行為に起因する破損や不具合 
⑬締り金具の施錠及び解錠にかかわらずその状態に相反する操作を行い、損傷したとき。
⑭サッシ及びドアの開口部に物を入れそのまま閉めて機能障害が発生したとき。
⑮お客様がご自身の都合で建具･網戸の取外しを行い、現状復帰に不具合が生じ、機能障害を起こしたとき。
⑯実用化されている技術では予測することが不可能な現象、又はこれが原因で生じた不具合。
⑰機能上支障のない音や振動等の感覚的不具合。

※保証期間経過後の修理、交換などは有料といたします。 
※取替パーツ（主要機能部品）は、生産中止後１０年間保有しております。 
※本書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありません。 
※保証期間経過後の修理、その他についてご不明の場合は、最寄りの営業所にお問い合わせください。 

墜落防止手すり 全般（取付金物の埋め込みに係るものを除く  

BL認定品には左記の 
BLマークの入った 
BLマーク証紙が貼付け 
られています。 
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商品バリエーション 

障子の開閉 

はずれ止め 

□FNS-70EAT 
□NLS-Ⅰ 

□FNS-70P 
□FNS-70 □FNS-100

引違い窓・戸 （一般・防音・断熱タイプ） 

引違い窓 四枚建て引違い窓 

■開閉操作 

■FNS-70系・NLS系 

①クレセントをロックが解除される方向に180°回してください。障子が移動可能になります。 
②閉める時は、クレセントが当たらないことを確認し、障子をスライドさせてからクレセントを回してください。 

■開閉操作（四枚建てのみ） 

①障子を閉鎖する時は突き合わせ框または 
  召合せ框を押して操作してください。 

突き合わせ框 
召合せ框 

中央突き合わせ部内観図 

お 願 い 

クレセントは、必ず右・左とも完全に180°回転させてください。 
完全に回転させないと、障子が当たり破損や傷の原因となります。（共通） 

突き合わせ框を持って操作する時は突き合わされる部分に手を添えないように 
してください。右図のように操作すると手や指を挟む危険があります。 
（四枚建てのみ） 

クレセントは、必ず右・左とも完全に180°回転させてください。 
片側だけのクレセント操作では障子がロックされません。 
また、完全に回転させないと、障子が当たり破損や傷の原因となります。 
（四枚建てのみ） 

◆はずれ止め（小） ◆はずれ止め（大） 

障子の脱落を防止するためにサッシの上枠に取付けられている、プラスチック製の部品です。 
はずれ止めは窓の大きさにより大・小２種類のタイプがあります。 
（固定位置は、上枠に記載されています） 

ロックを解除するには図の位置にプラスドライバーを 
使用し90°はずれ止めを回転させます。 
（左右2箇所） 

ロックを解除するには図の位置にプラスドライバーを 
使用し90°はずれ止めを回転させます。 

取付位置 
上枠部にラベルで指定 

ロック解除状態 

ロック解除状態 

ドライバー 
ドライバー 

はずれ止め（大） 

はずれ止め 
（ロック状態） 

※障子を清掃などで取り外すときは、はずれ止めと次項目の風止め板を縦枠側にずらしてから取り外してください。 
  

□FNS-70AT □NLS-Ⅱ □FNS-100断熱 □FNS-100AT 

窓の開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。 
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■FNS-100

 

はずれ止めを移動させるには固定ねじをプラスドライバーで 
ゆるめてから右または左に移動させてください。 
（ねじは取りはずさないでください） 
 

ドライバー 

固定ねじ 

風止め板 

召合せ上部から風の進入を防ぐためにサッシの上枠に取付けられている、プラスチック製の部品です。 

■FNS-70系 

■FNS-100

■開口形式別取付位置 

※障子を清掃などで取り外すときは、風止め板と前記のはずれ止めを縦枠側にずらしてから取り外してください。 

ロックを解除するには図の位置に 
プラスドライバーを使用し、90° 
はずれ止めを回転させます。 
（左右２箇所）ロックが解除され 
て移動可能になります。 

◆操作方法 

◆操作方法 

風止め板 

ドライバー 

風止め板 

はずれ止め

ロック解除状態 

引違い窓 四枚建て引違い窓 

風止め板 

ドライバー 

固定ねじ 

ロックを解除するには固定ねじを 
プラスドライバーでゆるめてから 
右または左に移動させてください。 
（ねじは取りはずさないでください） 

 

※FNS-70AT・FNS-100AT系には操作可能風止め板はありません。 

1．お手入れなどのために障子をはずした後、再び窓枠に取付けたときは、表示ラベルに従って 
      はずれ止め部品を必ずかけてください。 
2．ご使用中、はずれ止めがずれることがあります。時々点検してください。 
      はずれ止め部品が正しくかかっていないと、障子が窓枠からはずれて落下し、事故（人身・物損） 
      につながるおそれがあります。 

注  意 
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商品バリエーション 

障子の開閉 

はずれ止め 

□FNS-70EAT 
□NLS-Ⅰ 
□FNS-70P 

□FNS-100 □FNS-70AT □FNS-70

片引き① （一般・防音・断熱タイプ） 

中央可動片引き窓 中央引き分け窓 外動片引き窓 内動片引き窓 両袖可動片引き窓 

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ 

■開閉操作（中央可動は除く） 

①クレセントをロックが解除される方向に180°回してください。障子が移動可能になります。 
②閉める時は、クレセントが当たらないことを確認し、障子をスライドさせてからクレセントを回してください。 

■開閉操作（中央引き分け（内動）のみ） 

①障子を閉鎖する時は突き合わせ框または召合せ框 
 を押して操作してください。 

■開閉操作（中央可動のみ） 

①左右のクレセントを両方とも、上又は下に180° 
 回してください。ロックが解除され、障子が移動 
 可能になります。 
②閉める時は、左右のクレセントが当たらないこと 
 を確認し、障子をスライドさせてから、必ず左右 
 のクレセントを回してロックしてください。 

突き合わせ框 中央突き合わせ部内観図 

お 願 い 

クレセントは、必ず右・左とも完全に180°回転させてください。 
完全に回転させないと、障子が当たり破損や傷の原因となります。（共通） 

突き合わせ框を持って操作する時は付き合わされる部分に手を添えないように 
してください。右図のように操作すると手や指を挟む危険があります。 
（中央引き分け（内動）のみ） 

クレセントは、必ず右・左とも完全に180°回転させてください。 
片側だけのクレセント操作では障子がロックされません。 
また、完全に回転させないと、障子が当たり破損や傷の原因となります。 

■FNS-70系・NLS系 

◆はずれ止め（小） ◆はずれ止め（大） 

障子の脱落を防止するためにサッシの上枠に取付けられている、プラスチック製の部品です。 
はずれ止めは窓の大きさにより大・小２種類のタイプがあります。 
（固定位置は、上枠に記載されています） 

ロックを解除するには図の位置にプラスドライバーを 
使用し90°はずれ止めを回転させます。 
（左右２箇所） 

ロックを解除するには図の位置にプラスドライバーを 
使用し90°はずれ止めを回転させます。 

取付位置 
上枠部にラベルで指定 

ロック解除状態 

ドライバー 

はずれ止め 
（ロック状態） 

※障子を清掃などで取り外すときは、はずれ止めと次項目の風止め板を縦枠側にずらしてから取り外してください。 
 本図は外動片引き窓用です。形状は商品種により異なりますが、操作方法は変わりません。 

ドライバー 

はずれ止め（大） 

ロック解除状態 

召合せ框 

□FNS-100断熱 
□FNS-100AT 

窓の開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。 
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■FNS-100

 

はずれ止めを移動させるには固定ねじをプラスドライバーで 
ゆるめてから右または左に移動させてください。 
（ねじは取りはずさないでください） 
 

風止め板 

召合せ上部から風の進入を防ぐためにサッシの上枠に取付けられている、プラスチック製の部品です。 

■FNS-70系 

※FNS-70AT・FNS-100系には操作可能風止め板はありません。 

■開口形式別取付位置 

※障子を清掃などで取り外すときは、風止め板と前記のはずれ止めを縦枠側にずらしてから取り外してください。 

ロックを解除するには図の位置に 
プラスドライバーを使用し、90° 
はずれ止めを回転させます。 
（左右２箇所）ロックが解除され 
て移動可能になります。 

◆操作方法 

風止め板 

ドライバー 

固定ねじ 

はずれ止め

風止め板 

ロック解除状態 

ドライバー 

中央可動片引き窓 中央引き分け窓 外動片引き窓 内動片引き窓 両袖可動片引き窓 

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ 

1．お手入れなどのために障子をはずした後、再び窓枠に取付けたときは、表示ラベルに従って 
     はずれ止め部品を必ずかけてください。 
2．ご使用中、はずれ止めがずれることがあります。時々点検してください。 
3．はずれ止め部品が正しくかかっていないと、障子が窓枠からはずれて落下し、事故（人身・物損） 
     につながるおそれがあります。 

注  意 
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■可動ストッパー 

お 願 い 

ストッパーは片方（上部または下部）のみでご使用にならないでください。脱輪の恐れがありますので上下 
同時に働くようにしてください。 

 

中央可動式片引き窓は、障子のストッパーに可動式のストッパーを採用しています。ストッパーを解除すること 
により障子が左右に移動可能になります。窓の清掃などでストッパーを解除した場合は、作業終了後必ずセット 
し直してください。 

上部可動ストッパー 

下部可動ストッパー 

ロック解除状態 

ロック解除状態 

中央可動（バイパス窓）の操作 

中央の障子のみ可動する窓です。使用するときは下記の注記を 
よくお読みになり正しくご使用願います。 

■FNS-70系

①左右のクレセントを両方とも、ロックが解除される方向に180° 
 回してください。障子が移動可能になります。 
②閉める時は、左右のクレセントが当たらないことを確認し、 
 障子をスライドさせてから、必ず左右のクレセントを回して 
 ロックしてください。 

クレセント クレセント 

お 願 い 

クレセントは、必ず右・左とも完全に180°回転させてください。片側だけのクレセント操作では障子が 
ロックされません。また、完全に回転させないと、障子が当たり破損や傷の原因となります。 
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商品バリエーション 

障子の開閉 

はずれ止め 

□AE-100N □AE-100PN 
□AE-120B □断熱100□AE-70N

片引き② （AE系 防音・断熱タイプ ） 

中央可動片引き窓 片引き窓 

AE-70N,AE-100N, 
AE-100PN,断熱100

AE-120B 
（FIX部二重窓） 両袖可動片引き窓 

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ 

■開閉操作 

①左右のハンドルを上へハンドルが垂直な状態に 
 なるように回転させると、引き寄せ装置及びハ 
 ンドルロックが解除されます。 
②左右のハンドルロック解除を確認後、障子を開 
 放してください。 
③閉める時は、障子を完全に閉めてから、左右の 
 ハンドルを回してロックしてください。 

お 願 い 

ある程度ハンドルを回すと自動的に戻りますが、中途半端な操作では故障いたしますので、完全に左右の 
ハンドルを定位置に戻してから開閉してください。 
下枠などにゴミなどがありますと、破損や脱輪の原因となりますので清掃してください。 

窓の開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。 

お 願 い 

メンテナンスで障子を開放した場合は、メンテナンス後必ずロックをしてください。 
内障子が開き、事故やけがにつながります。 

窓の開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。 

お 願 い 
サッシ枠のはずれ止め金具は切り欠き部分よりはずれない位置で固定してください。障子が窓枠からはずれると 
事故につながります。 

障子の脱落を防止するためにサッシの上枠の切り欠き部分を塞いで取り付けられて 
いる、Ｌ型のアルミ製品です。 
（切り欠き部分を塞いでいる状態が、はずれ止めが機能している状態です） 

可動ストッパー（中央可動のみ） 

FIX部の内部障子の開閉（AE-120Bのみ） 

中央可動片引き窓は、障子のストッパーに可動式のストッパーを 
採用しています。ストッパーを解除することにより障子が左右に 
移動可能になります。窓の清掃などでストッパーを解除した場合 
は、作業終了後必ずセットし直してください。 

FIX部は二重窓になっており、内部側の障子はメンテナンスのために開閉するように 
なっています。下記の手順に従って開閉操作をおこなってください。 

■開閉操作 
ロック解除は、FIX部障子にある鍵穴に締まりキーを差し込み時計回りまたは反時計回りに 
90°回転させると解除されます。（鍵の回転方向は障子の開き勝手により異なります。） 
施錠する時は、障子が完全に閉まったことを確認してから、解除と逆の方向に締まりキーを 
回転させておこないます。 

切欠き＋はずれ止め 
切欠きのみ 

可動ストッパー 
（または固定ストッパー） 

サッシ上部 
可動ストッパー 

サッシ下部 
可動ストッパー 

ハンドル ハンドル 鍵穴 

施錠状態 水平まで回すと上下 
の引寄せ金具が解除 

さらに90°回すと障子 
側のハンドルが解除 

1 2

はずれ止め金具 

サッシ上枠 

はずれ止め 
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クレセントバリエーション 

上框内蔵タイプはずれ止め 

スライディング窓オプション金具 

■クレセントの操作 

●ダブルロック 
 （標準タイプ） 

・クレセントの横に付いているボタンを 
 上下させることにより、ハンドルの回 
 転を可能にしたり不可能にしたりする 
 ことができるタイプです。 

 

●鍵    付 ・クレセントの鍵穴にキーを挿入して操 
 作することにより、ハンドルの回転を 
 可能にしたり不可能にしたりすること 
 ができるタイプです。 

お 願 い 

クレセントのダブルロックまたは鍵をかけた状態で 
クレセントを無理に操作しないでください。 
クレセントの破損につながることがあります。 

□FNS-70EAT □FNS-70AT □NLS-Ⅰ □FNS-70P □NLS-Ⅱ□FNS-70 

■ダブルロック 

CB8111

CB3620

一般用
 CB8290

引き寄せ防音用
 CB8361

一般用
 CB4090

引き寄せ防音用
 CB4270

■樹脂製クレセント

※クレセントのデザインは予告なく変更されることがあります。 

■鍵  付 

■ダブルロック ■鍵  付 

■ダブルロック ■鍵  付 

■ダブルロック ■鍵  付 

本品は、標準のはずれ止めに追加して、外障子（室外側障子）の上框に取付けられるオプションの 
はずれ止め部品です。 

上框 

はずれ止め 操作注意ラベル 

ロック状態 ロック解除状態 

カバー 

本体操作部 刻印 

▲
 

１．お手入れなどのために障子をはずした後、再び窓枠に取付け 
  たときは、表示ラベルに従ってはずれ止め部品を必ずかけて 
  ください。 
２．はずれ止め部品が正しくかかっていないと、障子が窓枠から 
  はずれて落下し、事故（人身・物損）につながるおそれがあ 
  ります。 

注  意 

 

□FNS-100 □FNS-100AT □FNS-100断熱 
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CB8121
CB8131
CB8141
CB8151
CB8161
CB8171

CB8300
一般用

CB8310
CB8320
CB8330
CB8340
CB8350

CB8371
引き寄せ防音用

一般用 引き寄せ防音用

CB8381
CB8391
CB8401
CB8411
CB8421

CB8711
CB8721
CB8731
CB8741
CB8751
CB8761
CB8771
CB8781

CB4100
CB4110
CB4120
CB4130
CB4140
CB4150
CB4160
CB4170

CB4280
CB4290
CB4300
CB4310
CB4320
CB4330
CB4340
CB4350



自然換気装置 

引違い窓に取り付けられる自然換気装置です。 

換気框にある操作用ツマミを左右にスライドさせる 
ことにより、開閉します。 

小窓中央部の締まり金具を解除し、右側のガラスを 
スライドさせてください。引き加減で通気量の調整 
ができます。 

お 願 い 

防犯上、お出かけになる場合には小窓を閉めてください。 

風の強い時には、小窓を必ず閉めてください。 

開 
一般タイプ 

内付け一体 
プリーツ網戸専用 

閉 

開 

閉 

自然換気装置 

開 

開放状態 

ツマミ形状 

閉鎖状態 

閉 

◆換気框の開閉 

◆換気小窓の開閉 

13

サブロック 

本品はクレセント締まりの補助金具として取り付けられています。クレセントと併用してご使用ください。 

開口形式別取付位置 

閉鎖状態 使用状態

１．サブロック使用時は右図の①を押してください。 
  先端が飛び出しストップ機能が有効になります。 
２．サブロックを収納する時は、飛び出しているストッパー 
  の先端（右図②）を押し込むとストップ機能が無効 
  になります。 

◆操作方法 

引違い窓 外動片引き窓 両袖可動片引き窓 

Ｆ Ｆ 

お 願 い 

ご使用の際は必ずクレセントと併用して 
ください。 
サブロックが掛かった状態で無理に障子 
を開閉しないでください。 
サッシまたはサブロックの破損につなが 
ることがあります。 

サブロック 

① ② 



イーズハンドル

本品は前項のキックハンドルと同じく、窓の開閉をテコの原理を応用した
構造で、窓の操作を小さな力でおこなえる操作ハンドルです。
ご使用の際は本書を良くお読みになり正しくお使いください。

 障子を開ける時は、図-1のように、引き手に手をかけて障子を
開ける方向に引いて窓を開けてください。
（テコの原理により枠を押すようにして障子が開きます）

 障子を閉める時は、図-2のように、引き手に手をかけて障子を閉める方向に引いて窓を閉めて
ください。

お 願 い 

障子を開ける場合はクレセントを解錠してから操作してください。金具の破損につながります。

閉鎖時、障子とたて枠の間に指を挟まないようにご注意願います。指を挟み思わぬ事故やけがに
つながります。 

イーズハンドル

枠を押すように突起が出る
障子を開ける方向

図-1

面付け型通常型◆開閉操作(内観右側での操作説明) 

開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。

障子を閉める方向

引違い窓

取付位置
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回転式ストッパー 

本品は、窓開放時に指を障子に挟まないようにするために取り付けられる金具です。 
ご使用の際はこの説明書を良くお読みになり正しくお使いください。 
本品は通常ストッパーを掛けた状態で使用します。 
窓を全開に開放する場合は下記の手順にしたがって操作してください。 

■ストッパーの操作方法 

■ストッパー使用時の網戸の使用方法について 

①ストッパーを解除する時は90°上に回転させて 
 上を向いた状態で下に下げると、ストッパーが 
 上向きで固定されます。 
②元に戻す時は逆の手順で元に戻してください。 

お 願 い 

ストッパーは上または下１個での使用はしないでください。商品が破損する恐れがあります。 

ストッパーを開放状態から使用状態に戻す時には、ストッパーを上に持ち上げてから回転させてください。 
無理に回転させると金具破損の原因となることがあります。 

障子の開閉操作はゆっくりおこなってください。無理な操作は商品の破損・思わぬ事故やけがにつながります。 

ストッパー解除後、作業を終了したら必ず元の状態に戻してください。 

室内側へ180°回る構造になっていますが、プリーツ網戸が取り付け 
られている場合は180°回転させないでください。 
やむをえず回転させる場合は下記の注意事項に気をつけてください。 

プリーツ網戸一体商品の場合はストッパーを180°開放する際、必ず 
プリーツ網戸を縦枠側（引違いの時は内障子側縦枠・片引きの時は左右 
寄せられる方の縦枠）へ収納してから開放してください。ストッパー金 
具がプリーツ網戸と接触しストッパーやプリーツ網戸の破損の原因とな 
ることがあります。 

開放状態 

プリーツ網戸 

外障子 

内障子 
室内側 

室外側 

虫除けゴム 

室内側 

室外側 

網戸の種類及び使用条件により防虫効果が異なりますので、次の事項をご理解の上正しくご使用ください。 

外障子がどの位置にあっても防虫効果は十分 
発揮されます。 

内障子がどの位置にあっても防虫効果は十分 
発揮されます。 

内障子と外障子との間の一部にスキマが生じ 
ますので防虫効果が十分発揮されません。 

外障子と内障子との間の一部にスキマが生じ 
ますので防虫効果が十分発揮されません。 

①外障子を開放して使用する場合 

◆一般網戸 

◆一般網戸 

◆プリーツ網戸・イーズネット 

◆プリーツ網戸・イーズネット 

②内障子を開放して使用する場合 

 

室内側 

室外側 

引き残し寸法 

回転ストッパー 

虫の侵入経路ができる 

虫の侵入経路ができる 

室内側 

室外側 

使用状態 

回転式ストッパー 

戸先框 
召合せ框 

内障子 

プリーツ網戸 
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開口制限ストッパー 

本品は、換気などの目的で窓を開放したときに、窓の開口寸法を制限するための商品です。 
必ずご使用前にこの説明書をお読みになり正しくお使いください。 
■障子の開閉 

■開口制限ストッパーの種類 

■開口制限ストッパーの使用方法 

標準タイプ 
□施錠時 
 

□解錠時 
 

①クレセントを上又は下に180°回してください。 
 ロックが解除され、障子が移動可能になります。 
②ストッパーにより開口幅が規制されて開きます。 

①標準タイプ 

施錠状態 施錠状態 

②高強度タイプ 
③高強度内外連動タイプ 

開口制限ストッパーには３種類あり操作方法が異なりますので、ご使用になる前に対象品の確認をして 
正しくお使いください。 

お 願 い 

高強度タイプでストッパーの破損により窓が全開できない場合は、二面幅３ミリの六角レンチで 
ストッパー金具の固定ねじを取り外して金具を手前に引き抜いてください。 
金具の取り付けられていた場所はガムテープなどで塞ぎ、メーカーへ修理の連絡をしてください。 

破損などの原因でストッパーが解除できなくなった場合は、メーカーへ修理の連絡をしてください。 
障子の開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。（各商品共通） 

開口制限ストッパーには３種類あり操作方法が異なりますので、ご使用になる前に対象品の確認をして 
正しくお使いください。 

ストッパ－部 ストッパ－部 
内外連動  
室外側鍵部 

1．ストッパー施錠状態での過剰な力による障子開放操作はおやめください。 
   ストッパーが破損し、窓が全開できなくなる恐れがあります。 

注  意 

高強度タイプ（内外連動含む） 

□施錠時 
 

□解錠時 
 

□施錠時 
 
□解錠時 
  

●施錠時 ●解錠時 
室外からの操作（内外連動タイプのみ） 

二面幅 

① ② ③ 

① ② ③ 

① ② ③ 

① ② ③ 

 ①鍵を差し込む。 
 ②鍵を時計回りに180°回す。（施錠状態になる） 
 ③鍵を抜く 
 ※施錠後に事故防止のため飛び出したストッパー部を 
  指で押して、解錠しないことを必ず確認してください。 

 ①鍵を差し込む。 
 ②鍵を反時計回りに180°回す。（解錠状態になる） 
 ③鍵を抜く 

 ①鍵を差し込む。 
 ②鍵を反時計回りに90°回す。（施錠状態になる） 
 ③鍵を時計回りに90°回し、鍵を抜く 
 ※施錠後に事故防止のため飛び出したストッパー部を 
  指で押して、解錠しないことを必ず確認してください。 

 ①鍵を差し込む。 
 ②鍵を時計回りに90°回す。（解錠状態になる） 
 ③鍵を反時計回りに90°回し、鍵を抜く 

 ①コイン等で時計回りに90°回す。 
 
①コイン等で反時計回りに90°回す。 

クレセント 

開口制限金具 

開口制限されます 開口制限されます 
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戸先締まり 

本品は、防犯性を高めるために取り付けられるオプション金具でクレセントと併用して使用することにより 
高い防犯性能を発揮します。 

窓を閉鎖した状態では常にロックがかかった状態となります。窓を開けるときは下記の手順にて操作を 
おこなってください。 

室内側より手動で締まり金具を操作します。 
金具の施錠・解錠は下記の手順にて操作をおこなってください。 

■戸先締まり種類 

■操作手順 

①オートロックタイプ（腰高窓用） 

◆オートロックタイプ（腰高窓用） 

◆マニュアルロックタイプ（テラス窓用） 

◇操作手順 

取付位置 

1．締まり金具を指で押し下げます。 
2．締まり金具を指で押し下げたまま指を離さずに窓を開けてください。 
3．窓が開いたら締まり金具から指を離してください。 
※窓を閉鎖すると戸先締まりは、自動的に施錠されます。 

◇操作手順 

開状態 閉状態 

1．締まり金具を指で上げると施錠されます。 
2．締まり金具を指で下げると解錠されます。 
 
 ※締まり金具の施錠・解錠は締まり金具の表示 
  マークにて判別できるようになっています。 

▼マーク（緑色） 

▼マーク 
（緑色） 

▲マーク 
（赤色） 

▼マーク（緑色） 

（開放状態） 
②マニュアルロックタイプ（テラス窓用） 

引違い窓・片引き窓の戸先框に内蔵され 
ており、窓を閉めると自動的に施錠され 
るタイプです。 
窓の鍵のかけ忘れを防止します。 

引違い窓・片引き窓の戸先框に内蔵され 
ており、手動で室内側から施錠操作をお 
こなうタイプです。 
出入りをおこなう窓に取り付けられます。 

お 願 い 

本品は補助ロック金具ですので、施錠時は必ずクレセントも同時に掛けてください。 

締まり金具が掛かった状態で無理に窓を開けないでください。締まり金具の破損の原因となることが 
あります。 

取付位置 
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障子の開閉 

□FP-AT100 □断熱100N 
□FP-AT70

（片開き窓・両開き窓） 開き窓の取扱い －外開き窓・内開き窓－ 

①ハンドルを上に90°回してください。ロックが解除されます。 
②ハンドルを持ち、障子が止まるまで押出しまたは手前に引いてください。 
③アオリ止め金具が働き、設定された角度で自動的に障子がストップし固定されます。 
④固定角度を変えたいときは、アオリ止め金具の 押 のラベル部分を押しながら障子を開いてください。 
 次の設定角度で止まります。 
⑤障子を閉める時は、アオリ止め金具の 押 のラベル部分を押しながら障子を閉めてください。 
⑥障子を閉めたら、必ずハンドルを下向きにしてロックしてください。 

お 願 い 

開閉時障子が動き出したら、アオリ止めから手を離してください。 
手や指を挟み、思わぬ事故やけがにつながります。 

ガラスに▼マークが付いている窓は非常用進入口（火災時に消防隊が外部から進入できる窓）であり、障子が 
90°まで一度に開きます。風にあおられる恐れがありますので、開閉は注意しておこなってください。 
（外部ハンドルで、障子が外から開けられます。） 

開閉操作はゆっくりおこなってください。 
急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。 

外開き窓 内開き窓 

1．風の強い時は窓を閉めて、必ずハンドルをロックしてください。ロックをしないと、障子が風であおられ 
      急激に開放して衝撃を受け、破損・落下等の恐れがあり、思わぬ事故やけがにつながります。 
 

注  意 

 

ハンドル 

アオリ止め 

ハンドル 

アオリ止め 

ハンドル 

アオリ止め 

窓開放時ハンドルを“閉”方向に回さないでください。窓を閉める時にハンドル
を“閉”にしていると、窓を破損させる恐れがあります。

開 

ハンドル アオリ止め 

閉 
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障子の開閉 

開放バリエーション 

□FP-AT100 □断熱100N 
□FP-AT70

（たてすべり出し窓・両たてすべり出し窓） たてすべり出し窓の取扱い 

①ハンドルを上に90°回してください。ロックが解除されます。 
②ハンドルを持ち、障子が止まるまで押出してださい。 
③アオリ止め金具が働き、設定された角度で自動的に障子がストップし固定されます。 
④固定角度を変えたいときは、アオリ止め金具の 押 のラベル部分を押しながら障子 
 を開いてください。次の設定角度で止まります。 
⑤障子を閉める時は、アオリ止め金具の 押 のラベル部分を押しながら障子を閉めて 
 ください。 
⑥障子を閉めたら、必ずハンドルを下向きにしてロックしてください。 

①ハンドルを上に90°回してください。ロックが解除されます。 
②ハンドルを持ち、障子が止まるまで押出してださい。約41°で自動的に障子が 
 ストップし固定されます。 
③固定角度を変えたい時は、「ストップ付下部ステー用押ボタン」を押しながら 
 障子を開いてください。次の設定角度90°でストップし、固定されます。 
④障子を閉める時は、「ストップ付下部ステー用押ボタン」を押しながら障子を 
 閉めてください。 
⑤障子を閉めたら、必ずハンドルを下向きにしてロックしてください。 

①ハンドルを上に90°回してください。ロックが解除されます。 
②ハンドルを持ち、障子が止まるまで押出してださい。90°の位置まで 
 開くことができます。 
③障子を閉めたら、必ずハンドルを下向きにしてロックしてください。 

指定角度で固定するアオリ止め金具が付いたタイプで、 
決められた一つの角度で固定されるタイプと、複数の 
角度で止まるタイプがあります。（30°,45°,90°） 

指定角度で固定するストップ付き下部ステー金具が付いた 
タイプで、複数の角度で止まります。（約41°,90°） 

FP-AT70,FR70X

FP-AT100

たてすべり出し窓は、バリエーションごとに操作方法がことなりますのでバリエーションご確認の上、 
注意事項を良く読み正しくご使用ください。 

お 願 い 

開閉時障子が動き出したら、アオリ止めから手を離してください。手や指を挟み、思わぬ事故やけがに 
つながります。 

ガラスに▼マークが付いている窓は非常用進入口（火災時に消防隊が外部から進入できる窓）であり、障子が 
90°まで一度に開きます。風にあおられる恐れがありますので、開閉は注意しておこなってください。 
（外部ハンドルで、障子が外から開けられます。） 

開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。 

1．風の強い時は窓を閉めて、必ずハンドルをロックしてください。ロックをしないと、障子が風であおられ 
      急激に開放して衝撃を受け、破損・落下等の恐れがあり、思わぬ事故やけがにつながります。 

注  意 

1．アオリ止め付き 

1．アオリ止め付き 

2．アオリ止めなしストップ付き下部ステー付き 

2．アオリ止めなしストップ付き下部ステー付き 

3．アオリ止めなし、90°ストップのみ（窓幅700mm以下） 

3．アオリ止めなし、90°ストップのみ（窓幅700mm以下） 

アオリ止め 

ストップ付き下部ステー 

ハンドル 

ストップ付下部ステー 
ストップ付下部ステー用 
押ボタン 

ハンドル 

アオリ止め 

ハンドル 

アオリ止め 

ストップ付下部ステー用 
押ボタン 

押ボタンを押すことにより、窓の開き 
角度が選べます。 
（開き角度 約41°、90°)

 ストップ付下部ステー（HG 5182） 
ステー操作ラベル（VE 1981）  

開き角度 約41°、90° 
開 

ハンドル 

閉 
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窓開放時ハンドルを“閉”方向に回さないでください。窓を閉める時にハンドル
を“閉”にしていると、窓を破損させる恐れがあります。
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障子の開閉 

開放バリエーション 

□FP-AT100 □断熱100N 

面付式アオリ止め 

□FP-AT70

たて軸回転窓の取扱い 

①両側のハンドルを上に90°回してください。ロックが解除されます。 
②ハンドルを持ち、障子が止まるまで回転させてください。 
③アオリ止め金具が働き、設定された角度で自動的に障子がストップし固定されます。 
④固定角度を変えたい時は、アオリ止め金具の PUSH ・ 押 ボタンを押しながら障子を開いてください。 
 次の設定角度で止まります。 
⑤障子を閉める時は、アオリ止め金具の PUSH ・ 押 ボタンを押しながら障子を閉めてください。 
⑥障子を閉めたら、必ず両側のハンドルを下向きにしてロックしてください。 

ハンドルの回転方向、障子の開く方向は、 
ハンドル下の操作ラベルに記載されています。 

室内面に露出型のアオリ止め金具が付属しています。 

たて軸回転窓は、バリエーションごとに操作方法がことなりますのでバリエーションご確認の上、 
注意事項を良く読み正しくご使用ください。 

お 願 い 

 

開閉時障子が動き出したら、アオリ止めから手を離してください。手や指を挟み、思わぬ事故やけがにつながります。 

ガラスに▼マークが付いている窓は非常用進入口（火災時に消防隊が外部から進入できる窓）であり、障子が90°まで一度に開きます。 
風にあおられる恐れがありますので、開閉は注意しておこなってください。（外部ハンドルで、障子が外から開けられます。） 

開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。 

1．風の強い時は窓を閉めて、必ずハンドルをロックしてください。ロックをしないと、障子が 
   風であおられ急激に開放して衝撃を受け、破損・落下等の恐れがあり、思わぬ事故やけがに 
   つながります。 

■面付式アオリ止め 

ハンドル 

アオリ止め 

注  意 
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窓開放時ハンドルを“閉”方向に回さないでください。窓を閉める時にハンドル
を“閉”にしていると、窓を破損させる恐れがあります。



ハンドル種類 

対象バリエーション 

□FP-AT100 
□FP-AT70

スウィング窓オプションハンドルの取扱い 

上記の機種は、ハンドルのタイプが下記の３種類のいずれかになります。 

ハンドルキーが着脱式になっています。 
台座のキー孔カバーを動かしてハンドルキーを 
差し込み、上に90°回してください。 
ロックが解除されます。 

標準ハンドルと類似していますが、台座上部に 
シリンダーキーが付いています。 
キーを操作することにより、ハンドルが上に 
90°回せるようになります。 

ハンドルを上に90°回してください。 
ロックが解除されます。 

オプションハンドル対象の開口形式は以下のとおりです。障子の開閉操作については各窓の取扱説明をご覧ください。 

外開き窓 内開き窓 たて軸回転窓 たてすべり出し窓 

1．標準ハンドル 

2．着脱式ハンドルキー 

3．シリンダーキー付ハンドル 

ハンドル 

アオリ止め 

ハンドル 

アオリ止め 

ハンドル 

アオリ止め 

ハンドル 

アオリ止め 

開 

閉 

開 

台座 

着脱式ハンドルキー 

閉 

開 

閉 

シリンダーキー 
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障子の開閉 

内倒しストッパーの操作方法 

□FP-AT70 □FP-AT100 □FNS-70･BL

内倒し窓の取扱い  （ハンドル式・トップラッチ式） 

①ハンドルを下に90°回してください。ロックが解除されます。 
②ハンドルを持ち、障子が止まるまで引いてください。 
 設定された角度で自動的に障子がストップします。 
③障子を閉める時は、ハンドルを下向きのまま押してください。 
④障子を閉めたら、必ずハンドルを横向きにしてロックしてく 
 ださい。 

お 願 い 

窓の開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。 

お 願 い 

開閉操作はゆっくりおこなって 
ください。 
急激な操作は思わぬ事故やけがに 
つながります。 

窓の開放時ロックがされないため清 
掃やメンテナンス作業時に手や指を 
挟まないよう注意してください。 

1．風の強い時は窓を閉めて、必ずハンドルをロックしてください。 
      ロックをしないと、障子が風であおられ急激に開閉して衝撃を受け、破損・落下等の恐れがあり、 
      思わぬ事故やけがにつながります。 

■ハンドル式 

①上框の締まり金具（トップラッチ）の丸環部分に手 
 またはフック棒を掛けて、静かに引いてください。 
 ロックが解除されます。 
②①の状態から、障子が止まるまで引いてください。 
 設定された角度で自動的にストップします。 
③障子を閉める時は、トップラッチの丸環部分にて 
 またはフック棒を掛けて静かに障子を押し上げて閉め、 
 トップラッチがロックされたことを確認してください。 

本品は、網戸のメンテナンスなどの時に内倒し角度を大きくするための 
金具です。メンテナンス時以外は操作しないでください。 
（サッシサイズ 高さ600mm以下の時取付け） 

■トップラッチ式 

１．開放操作手順 

③障子を支えながら締まり金具 
 （ハンドルまたはトップラッチ） 
 を解錠します。 
④障子が止まるまで室内側へ倒すと 
 約60°の角度でストップします。 

※閉鎖する時は上記と逆の手順でおこなってください。 
※閉鎖時は確実に内倒しストッパーのツマミを押し戻してください。 

①完全に閉鎖されていることを確認してください。 
②左右たてかまちに取り付いている内倒しストッ 
 パーの ツマミを手前に引きます。 

ハンドル 

ハンドル 

H

θ 

■開き角度区分 
サッシの高さ(H) 角度θ 

300mm～749mm 30° 

750mm～1100mm

障子の開き角度はサッシの高さにより異 
なります。上記の開き角度は目安です。 

20° 

H

θ 

■開き角度区分 
サッシの高さ(H) 角度θ 

300mm～749mm 30° 

750mm～1100mm

障子の開き角度はサッシの高さにより異 
なります。上記の開き角度は目安です。 

20° 

トップラッチ 

フック棒 

トップラッチ形状 

閉める時 

開ける時 

ストップ状態 開放状態 

ツマミ 

手前に引く 

締り金具 
（ハンドルまたはトップラッチ） 

内倒しストッパー 

室内側へ倒す（約60°） 

注  意 

開 

閉 
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商品基本パターン 

自閉装置および扉ストップ装置の操作 

使 用 上 の 注 意  

グレモン締りの操作（グレモン締り仕様時のみ） 

□スチール 
□ステンレス 

（ドアクローザ・丁番・レバーストッパー・グレモン締まり・採風ドア） 

□アルミ 

開き扉の取扱い 

ドアクローザは開いた扉を自動的に閉める装置です。 

※ドアクローザの■使用上のお願い、■速度調整のしかた、については別頁 ドアクローザの取扱い をご覧ください。 

1．ドアクローザはストップ付きとストップ無しの２種類の商品があります。 
  （ストップ付きは、扉を90°開いた状態で扉の作動を停止する機能を有しています） 
2．同室内で他の開口部（窓、玄関扉など）が開いていると、風の流動により閉鎖スピードが速くなることがあります。 

グレモン締りは、レバーハンドルの操作により、ドアの上下枠にロット棒を突き出して施錠をおこないます。 
次の操作手順に従って操作をしてください。 

■ドアクローザ 

①サムターン（シリンダー）を解除した後、レバーハンドルを下へ 
 押し下げた状態で扉を開けてください。 

■開放時 

①扉を閉めた後、レバーハンドルを一度上に押し上げてグレモン締り 
 を作動させ、サムターン（シリンダー）を回してください。 

■閉鎖時 

レバーストッパーは扉を90°開いた状態で軽く固定する金具です。 
1．同室内で他の開口部（窓、玄関扉など）が開いていると、風の流動により急激に開閉することがあります。 

■レバーストッパー 

お 願 い 

開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な扉の開閉は手を挟むなど事故やけがにつながる恐れがあります。 

扉の押引手は、開閉させるためのものです。子供を遊ばせたり、ぶら下がったりさせないでください。 

扉と枠の間には物を入れないでください。 
物を入れたりすると扉に曲がりが発生し、施錠が悪くなったり、扉が完全に閉まらなくなったりなどの不具合が 
発生します。 

 

ドアクローザ又はレバーストッパー 

片開き扉 

  

丁番 
（または、 
ピボットヒンジ） 

レバーハンドル 
円筒錠又は 
グレモン錠 

レバーハンドル 
又はグレモン錠 

レバーハンドル 
円筒錠又は 
グレモン錠 

両開き扉 

 

ドアクローザ又はレバーストッパー 

  

丁番 
（または、 
ピボットヒンジ） 

丁番 

 

ドアクローザ 

換気ユニット用 
ハンドル 

フランス落し 

片開き扉（採風ドア） 

  

丁番 
（または、 
ピボットヒンジ） 

1．風の強い時は、扉の開閉に注意してください。 
   風にあおられてドアが急激に閉まるなどして、思わぬ事故やけがにつながるおそれがあります。 

注  意 
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錠   前 

フランス落し 

換気ユニットの操作（採風ドアのみ） 

①掃除機を鍵穴に当ててほこりを吸い取ってください。 

鉛筆の芯を削る 削った芯を鍵にまぶす 鍵穴に差し込みを数回おこなう 

鍵穴部にノズルをあてる 

①鍵の抜き差しがスムーズでない場合には、 
 鉛筆の芯（黒鉛）を削って粉にしたもの 
 を鍵にまぶして、何回か鍵穴に差し込ん 
 でください。 
②錠前がガタつく場合には、錠前の取付用 
 のねじをドライバーで適度に締付けてく 
 ださい。 

①両開き扉の場合には、片側の扉を固定する金具 
 （フランス落し）が上下に取付けられています。 
 使用中、破損やゆるみが生ずると扉の機能に支障 
 をきたすことがあります。 
②フランス落しを動かしても扉の上下がスムーズ 
 に開かない場合は、ロット棒のゆるみが原因です 
 ので、フランス落しの取付ビスを取りはずし、 
 フランス落しを手前に引きながら10mm程度引き 
 上げて扉を開いてください。 
③扉を90°まで開き、フランス落しをもと通りに 
 戻して取付け、ロット棒をプライヤーなどで締付 
 けてください。 

■換気ユニットの操作 

ハンドル閉状態 ハンドル開状態 

①操作ハンドルを90°回転させてロックを解除します。 
②ハンドルを持ったまま手前に引くと換気蓋が開き換気状態になります。 

■掃除機による方法 

■鉛筆の芯による方法 

鍵が回りにくくなった場合の簡単なメンテナンス方法を記載します。 
注意事項をよくお読みになり正しくご使用ください。 

取付ビス 

フランス落し 

ロット棒 

フランス落し受 

操作ハンドル 

換気ユニット 

90°回転 
手前に引く 

お 願 い 

開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な開閉は手を挟むなど事故やけがにつながる恐れがあります。 

操作ハンドルは換気ユニットを確実に扉に押しつけたことを確認してから操作してください。 
無理な操作はハンドルなどの金具の破損につながることがあります。 

扉と換気ユニットの間に手や指を入れないでください。手や指を挟み事故やけがにつながります 
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網戸の取り外し（採風ドアのみ） 

網戸のお手入れ（採風ドアのみ） 

■網戸の取り外し 
①はずれ止めの取り外し 

換気ユニットの外部面に網戸が取り付けられておりますが、網戸を清掃などで取り 
外す場合は以下の手順に従って網戸を取り外してください。 

1．水を含ませた柔らかい布やスポンジなどで、軽く表面の汚れを 
   落してください。 
2．電気掃除機をお使いの場合は、ブラシのついた吸込み口を取付 
   て軽くこするようにしてお使いください。 
3．汚れのひどい場合は、中性洗剤を含ませた柔らかい布や、スポ 
   ンジなどで、汚れを落としてください。汚れが落ちたら水を含 
   ませた布やスポンジなどでふきとってください。 

扉正面右上部の網戸側面に 
あるはずれ止めねじをはず 
します。 

②網戸の取り外し 
網戸は側面にある掛け金具にて扉に引っ掛かって 
いるので網戸を持ち上げて手前に引くと取り外しが 
できます。 

はずれ止め 

網戸 はずれ止めねじ 

網戸 

掛け金具 

網戸の取り外し 

お 願 い 

網の片側より強く押さえないでください。網がはずれたり、破れたりします。 

お手入れなどのために網戸をはずした後、再び窓枠に取付けたときは、はずれ止め金具を必ずかけてください。 
思わぬ事故やけがにつながる恐れがあります。 

網には火気を近づけないでください。 

はずれ止め部拡大図 
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商品基本パターン 

折れ戸の開閉操作 

□全開口サッシ 

全開口サッシの取扱い 

①ハンドルを反時計回りに180°回すと折れ戸が解錠されが移動可能になります。 
②ハンドルを持ったまま室外側へ障子を押し出すと障子が中折れ状態になります。 
③スライドバーの手掛けを持ち縦枠側へ移動させるとロックがかかり全開放状態になります。 
 ※開きの速度が遅いときには、小開放状態でロックがかかることがあります。 
④スライドバーについているストップ解除ツマミを下げるとロックが解除されるのでスライドバーを持って閉める 
 方向に引き出していくと、小開放状態でロックがかかります。 
⑤スライドバーについているストップ解除ツマミを下げて、スライドバーを持って閉める方向に引きます。 
⑥ハンドルを持ち障子を手前に引き寄せてから、ハンドルを時計回りに180°回して障子を施錠します。 
 

両開きタイプ 

三枚建てタイプ 

◆ハンドルはスライドキー付きです 
 ハンドルは下部にあるスライドキーを上下させることによりハンドルの回転を可能にしたり不可能にしたりする 
 ことができます。 
 

当商品は、小開放・全開放２段階の開放機能を持っています。 
本取扱説明書を良くお読みになって正しくご使用ください。 

お 願 い 

ハンドル操作は確実におこなってください。中途半端な位置での操作は 
故障の原因となります。 
 
 

閉操作時、手掛けの奥まで指を入れないでください。手や指をはさみ思 
わぬ事故やけがにつながります。 

窓の開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故 
やけがにつながります。 
 

1．風の強い時は、扉の開閉に注意してください。 
   風にあおられて扉が急激に閉まるなどして、思わぬ事故やけがにつながるおそれがあります。 

注  意 

ハンドル 

スライドバー 

ストップ解除ツマミ 

全開放状態 小 開 放 状 態 

内観図 外観図 

片開きタイプ 
（バリエーション） 

外観図 内観図 

連動ロット棒 

グレモンハンドル 

（シリンダー） 
サムターン（オプション品） 

内観図 

ストップ解除ツマミ 

ハンドル 

スライドバー 

スライドキー 

180°回す 

①ハンドルを回す ②障子を外へ押し出す ③障子を縦枠側へよせる ④障子を閉める方向に動かす ⑤障子を閉める方向に動かす 
④ストップを解除する ⑥障子を引寄せて 

 ハンドルを回す 

ロック解除 
下げる 

⑤ストップを解除する 

開 

閉 
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開き戸の開閉操作（三枚建て） 

ドアクローザ（自閉装置） 

①ドアクローザは扉を90°開いた時にストップ状態になります。 
②同室内で他の開口部（窓など）が開いていると、風の流動により閉鎖スピードが速くなることがあります。 

※ドアクローザの ■使用上のお願い、■速度調整のしかた、については、別頁 ドアクローザの取扱い を 
 ご覧ください。 
 （本品はNewStar 60シリーズ 162N（62Nストップ付）を使用しています） 
 

グレモン締りは、レバーハンドルの操作により、ドアの上下枠にロット棒を突き出して施錠をおこないます。 
次の操作手順に従って操作をしてください。 

①ハンドルを60°回転させると解錠されます。扉を開いてください。 
※サムターン（シリンダー）が取付けられてる時は、先にサムターンを解錠して 
 からハンドルを操作してください。 

①扉を閉鎖後、ハンドルを60°回転させて施錠してください。 
※サムターンが取付けられている時は、ハンドル操作後サムターンを施錠してください。 
※サムターンはオプション品です。 

三枚建ての開き戸側の操作は次の手順によりおこなってください。 

■グレモン締まりの操作 

◆開放時 

◆閉鎖時 

ドアクローザは開いた扉を自動的に閉める装置です。 

お 願 い 

ハンドル操作は確実におこなってください。中途半端な位置での操作は故障の原因となります。 
 
 突風が吹いた時などに扉が自閉する可能性があります。扉の開閉は注意しておこなってください。 
窓の開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。 
 

お 願 い 

鍵および鍵穴には、油をささないでください。 
 施錠した時は、念のためにハンドルを動かして施錠状態を確認してください。 

1．風の強い時は、扉の開閉に注意してください。 
   風にあおられて扉が急激に閉まるなどして、思わぬ事故やけがにつながるおそれがあります。 

注  意 

内観図（各部名称） 

連動ロット棒 

グレモンハンドル 

（シリンダー） 
サムターン（オプション品） 

施錠状態 

解錠状態 

錠前（オプション） 

■日常の簡単なメンテナンスの方法 

①鍵の抜き差しがスムーズでない場合には、鉛筆の芯（黒鉛）を削って粉にしたものを鍵にまぶして、 
 何回か鍵穴に差し込んでください。（図Ａ） 
②錠前がガタつく場合には、錠前の取付用のねじをドライバーで適度に締め付けてください。 

図A
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障子の開閉 

はずれ止め 

風止め板 

ビル用出窓バリエーション（外観図） 

□FNS-70

引戸の取扱い 

サムターンまたは鍵で引戸錠のロックを解除すると、左右の戸が移動可能になります。 
（片引戸の場合は片側のみの移動になります） 

戸の脱落を防止するためにサッシ上枠に取り付け 
られている、プラスチック製の部品です。 
（固定位置は上枠に記載されています） 

召合せ上部からの風の進入を防ぐためにサッシ 
上枠に取り付けられている、プラスチック製の 
部品です。 

出窓に使用されている各障子の操作は、各開口形式のページを参照してください。 

お 願 い 

窓の開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。 
 

お 願 い 

引戸錠は戸が開いている状態では、無理に操作しないでください。無理に操作すると破損、故障の 
原因となります。 

下枠にゴミなどがありますと、破損や脱輪の原因となりますので清掃してください。 

お 願 い 

屋根部には、はしごをかけたり、乗ったりしないでください。破損のおそれがあります。 
地板の上に乗ったり重い物を載せないでください。思わぬ事故やけがにつながります。 

□ビル用出窓 

出窓の取扱い 

1．障子を窓枠に取り付けた時は、はずれ止め部品を必ず表示の位置に固定してください。障子が窓枠 
   からはずれ、事故（人身・物損）につながるおそれがあります。 

注  意 

引戸錠 

引戸錠 

■引違い型出窓 

引違い窓 

FF
F

両袖竪辷り出し窓 
（吊元躯体側） 

■両袖竪辷り出し型出窓 ■スクエア型出窓（引違い型） 

F

風止め板 

風止め板 

ドライバー 

はずれ止め 

はずれ止め 

ドライバー 
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ルーバーの開閉 

①ハンドルを回すと、ルーバー（羽根）が85°位まで開きます。 
②ハンドルを逆に回すと、ルーバー（羽根）が閉まります。 

お 願 い 

無理なハンドル操作はしないでください。無理な操作をすると故障や破損につながります。 
ガラスの切口部分には触れないでください。 
（清掃時、ガラスの切口に触れる時は、けがをしないようにしてください） 

□ガラスルーバー 

ガラスルーバーの取扱い 

 

開 
開 

開閉ハンドル 

開閉金具は、上記の開閉ハンドル式の他に 
チェーン式、五角ハンドル式のものがあり 
ます。 

閉 

閉 

ハンドル 
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網戸の操作 

□引違い窓 □片引き窓 

スライディング窓用網戸の取扱い 

網戸の操作は戸先框の中央付近に手をかけて開閉をしてください。 

網戸の正しい使い方 

網戸は使用条件により防虫効果が異なりますので、次の 
事項をご理解の上正しくご使用ください。 

四枚建て窓用網戸について 

四枚建て窓・戸用網戸は左右端、または中央突き合わせでご使用ください。 
四枚建て窓・戸用網戸の使用方法は下記のとおりになります。 

特別仕様で外障子の引き残し寸法が大きい場合または回転ストッパー 
が取付けられている時などは、外障子側でご使用になる場合に防虫効 
果が十分発揮されなくなります。 
 
※回転ストッパーの取扱い方法は、P.15の 回転ストッパーをご確認く 
 ださい。 

①窓を全開にしてご使用になる場合 
左右どちらの窓を開放しても網戸は効果を発揮します。 

内観右側の窓を開放する場合は網戸は効果を発揮しますが、内観左側の窓を開放する場合は防虫効果が十分 
発揮されなくなります。(大型の引き手などが取り付けられた場合も同様の事象が発生します） 

②片側の窓を中途半端に開放してご使用になる場合 

外観図 内観図 

（網戸使用状態） （網戸使用状態） 

戸先框 

室内側 

室外側 
網戸 外障子 

内障子 
室内側 

室外側 

虫除けゴム 

虫除けゴム 

気密ゴム 

室内側 

 
室外側 

引き残し寸法 

回転ストッパー 

室内側 

室外側 

室内側 

室外側 虫の侵入経路ができる 

内観図 外観図 
（左右端使用時） 

外観図 
（中央使用時） 
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商品バリエーション 

網戸操作上の注意 

使 用 上 の 注 意  

フリー片引きタイプの取扱いについて 

■プリーツ網戸の収納について 
プリーツ網戸を使用していない時は、縦枠（右または左）に寄せて収納してください。 

□全開口サッシ 
□後付けプリーツ網戸 
□後付けプリーツ網戸Ⅱ型 

□プリーツ一体サッシ 

プリーツ網戸の取扱い 

①フリー片引きタイプ … 引違い・片引き窓一体型専用 
②両引きタイプ    … 開き窓などの外に開く窓、ドア用・全開口サッシ用・後付け型 
③片引きタイプ    … 開き窓などの外に開く窓、ドア用・後付け型 

縦枠 

戸先框 

内障子 外障子 縦枠 

スライドバー 

プリーツ網戸 

プリーツ網戸商品群は、下記の通りに分類されます。各タイプにより注意事項が異なる場合がありますので 
ご確認の上使用上の注意に留意してください。 

プリーツ網戸は、必要な時だけ網戸を引出して使用し、使わない時にはサッシ枠・障子にすっきり収納できる網戸です。 

1．網戸の操作はスライドバーの中央付近に手をかけて開閉してください。 
      操作する位置により作動が重くなることがあります。 
2．網戸収納時には網が確実に折りたたまれたことを確認してください。 
      確実に折りたたまれない場合は網にくせが付き、折りたたみに不具合 
      が発生することがあります。 
3．フリー片引きタイプは網戸開放操作時に縦枠側のスライドバーが多少 
      動くことがありますので、縦枠側のスライドバーに手を添えて操作を 
      行うか、開放後縦枠側のスライドバーを縦枠に押しつけてください。 

1．網戸収納時、網に虫がついている場合は網を軽くたたいて虫を払ってから 
      網戸を収納してください。 
2．本商品は、日常生活において網の汚れを極力抑えるために網戸を室内側に 
      設置しております。そのため網戸収納時に一時窓が開放状態になり、虫が 
      進入する可能性があります。 
3．網戸使用時に強い風を受けた時、網の上下部に多少の隙間が発生すること 
      がありますが、防虫性能上大きな問題はありません。 

フリー片引きタイプは下記の点を注意してご使用ください。 

網戸内付 
フリー片引きタイプ 

室内側 

室外側 

網戸内付 
両引きタイプ 

室内側 

室外側 

網戸内付 
片引きタイプ 

室内側 

室外側 

お 願 い 
開閉操作はゆっくりおこなってください。特に風の強い時は網がふくらんでいることがあります。 
無理な操作は網の破損の原因となります。 

お 願 い 

戸先框を持って障子を閉める時にプリーツ網戸に近づいたら手を召合せ框側に 
持ち替えてください。 
手を持ち替えずにいると、手や指を挟み思わぬ事故やけがにつながります。 

風の強い時、使用しない時は網戸を収納してください。 
網戸には、よりかかったり押したりしないでください。 
網には火気を近づけないでください。 
網戸レールにゴミ・砂等が入った時は、すみやかに清掃してください。 
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 プリーツ網戸Ⅱ型  後付け・開き窓系一体型・全開口サッシ一体型取扱いについて 

“プリーツ網戸
 また、Ⅱ型は2タイプの商品バリエーションがあります。 

片引き窓プリーツ一体サッシはFIX窓側に寄せた時、召合せ部より約0～20mmの位置で止まるようにワイヤー固定 
金具が設置されています。
通常ご使用時は召合せに合わせてご使用になるとすっきりと見えます。 

プリーツ網戸Ⅱ型には、従来品より突風などの風対策を向上させるために、スライドバーにマグネットを設置し
網戸が突風などでも開きにくいようにしています。（取付個数1～3個）

障子 

FIX

障子 

FIX

■商品パターン 

■片引き窓プリーツ一体サッシの網戸収納位置について

■マグネットについて 

●一般タイプ 
マグネット取付面（1～3個取付） 

スライドバー 

●バリアフリータイプ 
（下枠フラットタイプ） 

召合せ プリーツ網戸 
通常はこのようにご使用いただくと 
すっきりと納まります。 

約0～20mm

ワイヤー固定金具 

H寸法 
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網戸の操作 

上部固定金具 

□開き窓 □たてすべり出し窓 □すべり出し窓 

開き網戸の取扱い 

この網戸は、外部側窓の開閉操作のた 
めに開き網戸になっています。網戸は、 
吊元側は丁番で、施錠側はマグネット 
キャッチで固定されています。 

網戸の脱落を防止する金具で、網戸の上框に取り付けられています。（網戸寸法により1または2個取り付いています） 
引き渡し時に調整をしております。 

・点検…網戸を上に持ち上げて、網戸が上に持ち上がる場合は、固定金具が機能していません。 
・調整…固定金具のねじをゆるめ、固定金具が上枠に当たるまで上に押し上げてからねじを締め 
    つけてください。 

マグネットキャッチは引き渡し時に調 
整しておりますが、使用中にねじがゆ 
るみマグネットの吸着力が変わる場合 
もありますので、その時はマグネット 
キャッチの取り付けねじを締め直して 
ください。 

□内倒し窓 

■内倒し窓

□内開き窓 

■内開き窓用 

■上部固定金具の点検・調整

固定網戸の取扱い  （外部取付） 

お 願 い 

風の強い時は、外側の窓を必ず閉めてください。風で網戸が開くと思わぬ事故やけがにつながります。 

網の片側より強く押さえないでください。網がはずれたり、破れたりします。 
網には火気を近づけないでください。 

網戸によりかかったり、押したりしないでください。網がはずれて、窓から人が落ちると事故（人損・物損） 
につながります。 

開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。 

お 願 い 

網の片側より強く押さえないでください。網がはずれたり、破れたりします。 
網には火気を近づけないでください。 

網戸によりかかったり、押したりしないでください。網がはずれて、窓から人が落ちると事故（人損・物損） 
につながります。 

1．上部固定金具は定期的に点検調整してください。 
   固定金具が機能していないと、強い風などにあおられ網戸が脱落する恐れがあります。 
2．網戸を取り外し、取り付けされる場合は、網戸をしっかり持っておこなってください。 
3．網戸を取り付けた後は、固定金具を上に持ち上げ、確実に固定してください。 

注  意 

丁番 

手架け 

網 

マグネットキャッチ 

丁番 

上部固定金具 

手架け 

上部固定金具 

セ

ト 

解
除 

上部固定金具 

固定金具 

セ

ト 

解
除 

上部固定金具 
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網戸の取り外し 

□ガラスルーバー 

固定網戸の取扱い  （室内側取付） 

①網戸を持ち上げ、網戸下部を室内側へ引いてください。 
②網戸を取り付ける時は、上記と逆の操作をおこなってください。 

①固定金具のツマミを90°回転しロックを解除してください。 
②網戸を持ち上げ、網戸下部を室内側へ引いてください。 
③網戸を取り付ける時は、上記と逆の操作をおこなってください。 

■固定金具付きの場合（高さ寸法1000mm以上） 

■ステンレス網戸をお使いの場合は 

網戸の取り外し 

□ガラスルーバー 

面格子付固定網戸の取扱い  （室内側取付） 

①固定金具の固定ねじをゆるめ金具を網側へ引きます。 
②網戸を持ち上げ、網戸下部を室内側へ引いてください。 
③網戸を取付ける時は、上記と逆の操作をおこなってください。 

1．網戸の両側から水を含ませた柔らかい布やスポンジなどで、軽く 
      
2．電気掃除機をお使いの場合は、ブラシのついた吸込み口を取付けて 
 
 
 

ステンレス製網戸は、排気ガス・塩害などの環境により、ステンレス 
網やステンレス網戸と接触する形材が腐食する場合がありますので、 
定期的な清掃（中性洗剤＋水洗い）をおこなってください。特に海岸 
近接地域や煤塵の発生の多い地域は汚れの程度により、月に１回程度 
を目安として清掃をお願いいたします。 

網戸のお手入れ 

□全網戸共通 

網戸のお手入れについて 

お 願 い 

網の片側より強く押さえないでください。網がはずれたり、破れたり 
します。 
網には火気を近づけないでください。 
網戸をメンテナンスし再取付した時は必ず固定金具をセットしてください。 

網戸によりかかったり、押したりしないでください。網がはずれて、 
窓から人が落ちると事故（人損・物損）につながります。 

固定金具 

ツマミを90°回す 

 固定状態  開放状態 

高さ寸法1000mm以上の時取付 

固定金具 

固定ねじ 

②固定金具を 
 下げる 

①固定ねじを 
 ゆるめる 

 固定状態  開放状態 

お 願 い 

網の片側より強く押さえないでください。 
網がはずれたり、破れたりします。 
網には火気を近づけないでください。 
網戸をメンテナンスし再取付した時は、必ず 
固定金具をセットしてください。 

網戸によりかかったり、押したりしないでく 
ださい。網がはずれて、窓から人が落ちると 
事故（人損・物損）につながります。 

 はさむようにして汚れを落してください。 
 
軽くこするようにしてお使いください。 

 

3．汚れのひどい場合は、中性洗剤を含ませた柔らかい布やスポンジ 
などで、軽くはさむようにして汚れを落としてください。 
汚れが落ちたら水を含ませた布やスポンジなどでふきとってください。 
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プリーツ網戸のお手入れ 

■お手入れの方法について 

網戸は普段からのこまめなお手入れが大切です。網についた汚れは定期的にほこりをはらうだけできれいに長くお使 
いいただくことができます。日常からのお手入れが大切になりますので本説明書の記載事項をよくお読みになりご使 
用願いますようおねがいいたします。 

網戸のお手入れは汚れの程度によって右表の 
ような方法でこなうと効果的におこなえます。 
詳細は下記を参照してください。 

1．網戸を開いて、刷毛やブラシ付きノズルを取付けた 
      電気掃除機を使用して、縦方向に網の折り目にそって 
      動かし、ほこりを落とします。 

1．網戸を開いて、刷毛やブラシ付きノズルを取付けた電気掃除機を使用 
      して、縦方向に網の折り目にそって動かし、ほこりを落とします。 

1．油汚れの場合は、ほこりをはらい取ることができないので、網戸用洗浄スプレー又は洗剤にて汚れを浮き立たせます。 
   （綿ほこりなどによる著しい汚れ参照） 
2．洗剤をつけたら数分間（3分位）放置して汚れを浮き立たせて、水をつけたスポンジなどで汚れを吸い取ります。 
3．最後に乾いた雑巾などで水分を拭き取り、乾燥するまで網戸を開いた状態にして、網戸の乾燥後、収納します。 

引違い・片引き窓用の一体型プリーツ網戸は外れ止めを外した箇所を清掃するとよりプリーツ網戸が長持ちします。 
定期的な清掃をおこなってください。 

マイナスドライバーを図の 
位置でこじるようにすると 
はずれ止めが外れます。 

はずれ止めを外した 
箇所を清掃します。 

はずれ止めを元の位置に 
水平に押し込んで下さい。 はずれ止め 

3．洗剤をつけたら数分間（3分位）放置します、水を付けたスポンジ 
      などで汚れと洗剤成分を良く落とします。汚れを落としたら、乾い 
      た雑巾などで水分を拭き取ります。ある程度水分を拭き取ったら 
      乾燥するまで網戸を開いた状態にして、網戸の乾燥後、収納します。 

2．ほこりを落としたら、次に網戸専用洗浄スプレーを吹きかけます。 
      この時、裏側に新聞紙や雑巾などをあてておくと効果的に吹き付け 
      られます。網戸専用スプレーが無い時は、中性洗剤を既定通り希釈 
      したものをスポンジなどに吸い込ませて両側から押さえるようにし 
      て、網に洗剤を塗りつけてください。 

掃除機による 
清掃 

刷毛による清掃 

スポンジによる清掃 スプレー吹き付け 

2．電気掃除機をお使いの場合は、ブラシのついた吸込 
      み口を取付て軽くこするようにしてお使いください。 

網の汚れ具合 

① 

② 
③ 

お手入れ方法 
刷毛（はけ）によるほこり払い 
掃除機によるほこりの吸い込み 
刷毛＋網戸用洗浄剤（もしくは中性洗剤） 
網戸用洗浄剤 

ほこりのみの軽微な汚れ 

綿ほこりなどによる著しい汚れ 
油汚れ 

お 願 い 

清掃時は、ほこりが舞いますので十分な換気と、周囲の養生をしてから清掃を開始してください。 
また、清掃時はマスクなどの着用をしてください。 
網戸専用洗浄スプレーをご使用の際は、スプレー缶にも記載してある注意書きをよくお読みになりご使用ください。 
洗剤成分が残った場合。洗剤によりサッシが変色する場合があります。 
清掃の際、網戸を強く擦らないようにしてください。網の破損の原因となることがあります。 

①ほこりのみの軽微な汚れ（日常のお手入れ） 

②綿ほこりなどによる著しい汚れ（目詰まりを起こしているような状態） 

③油汚れの場合 

④一体型フリー片引きタイプはここも清掃 

①はずれ止めの外し方 

② 
清 
掃 

③はずれ止めの取付け方 

グライドブロック 

外れ止め 

グライドブロック 

外れ止め 
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□手すり 

手すりの取扱い 

■安全のため、下記の事項は必ずお守りください。 

□面格子 

面格子の取扱い 

■安全のため、下記の事項は必ずお守りください。 

1．手すりの上に乗ったり、身を乗り出したりしないでください。思わぬ事故やけがにつながります。 
2．手すりにロープを掛けて、荷物の上げ下げをしないでください。手すりが破損し思わぬ事故やけがに 
   つながります。 
3．手すりの廻りに踏み台になるようなものを置かないでください。思わぬ事故やけがにつながることが 
   あります。 

注  意 

1．人が乗ったり、ぶら下がったりしないでください。 
      面格子が落下したりすると、事故やけがにつなが 
      ります。 

注  意 

お 願 い 

布団を干す場合は、専用の布団干し（市販品）を使用してください。 
布団を手すりに直接掛けると、風にあおられて落下する恐れがあります。（図-1） 

手すり本体には穴をあけないでください。 
パラボラアンテナなど、他の器具を手すりに取り付ける場合には、穴をあける必要のない金具を使って支柱に 
取り付けてください。（図-2） 
ボルト・ナット・ねじなどは、決してゆるめないでください。 
手すりが外れる恐れがあります。（図-3） 

お 願 い 
面格子本体には穴をあけないでください。 
パラボラアンテナなど、他の器具を面格子に取付けたりしないでください。（図-2） 

ボルト・ナット・ねじなどは、決してゆるめないでください。面格子がはずれる恐れがあります。 
（ゆるんでいる場合は、締め直しするか、またはメーカーの担当窓口へご連絡ください） 
面格子端部のふさぎ板がはずれて、ぶつかるとけがの恐れがあるような場合は、早めにメーカーの担当窓口へ 
ご連絡ください。応急処置の方法としては、人が接触するようなところではテープなどを巻いておくなどの 
方法があります。（図-1） 

窓手すり バルコニー手すり 

図-1 図-2 図-3

塞板がはずれて危ないとき、 
端部にテープを巻く 

2-図1-図

※支柱以外は 
 取付け不可 

46



□可動ルーバー面格子 

可動ルーバー面格子の取扱い 

1．人が乗ったり、ぶら下がったりしないでください。 
   面格子が落下したりすると、事故やけがにつながります。 

この商品は、従来面格子の持つ防犯性に加え、格子の角度を調整 
することにより採光・採風の調整を可能にした面格子です。 
必ずご使用前にこの説明書をお読みになり正しくお使いください。 

□マンション門扉 

マンション門扉の取扱い 

門扉は大きさ・デザインが違っていても、機能的に見ると、その 
使い方は同じです。この取扱説明書では代表的機種を例として解 
説しています。この取扱説明書を良く読み正しくご使用ください。 

注  意 

お 願 い 

ねじは、決してゆるめないでください。面格子がはずれる恐れがあります。 
（ゆるんでいる場合は、締め直しするか、またはメーカーへご連絡ください） 
面格子端部のふさぎ板がはずれて、ぶつかるとけがの恐れがあるような場合は、早めにメーカーの担当窓口へ 
ご連絡ください。 
応急処置の方法としては、人が接触するようなところではテープなどを巻いておくなどの方法があります。 

1．扉をゆすったり、扉に乗ったり、寄りかかったり、物を載せたりしなでください。 
   落下してけがをしたり、商品が破損する恐れがあります。 

お 願 い 

開閉操作はゆっくりおこなってください。無理な操作は思わぬ事故やけがにつながります。 
施錠時は、最後まで確実に操作してください。確実に施錠されていない状態で開閉操作をおこなうと、鍵が破損 
したり商品に傷が付くことがあります。 
開閉時には手足・衣服などをはさまないよう気を付けてください。 
通常使用されない場合は必ず施錠してください。また、落とし棒の付いている商品は落とし棒も同時に落として 
ください。 
ねじやボルト等にゆるみが生じていないか、年一回は必ず点検してください。 

開閉操作金具 開閉操作金具 

格子の開閉 

下記の操作手順で面格子の角度を調整することができます。 

格子の開閉 

■落とし棒の解錠手順 

①扉下部落とし棒のボタンを引く 
②落とし棒のボタンを引いたまま 
 上へ引き上げる。 
③一番上まで引き上げたらボタンを 
 セットすると落とし棒が上がった 
 状態で固定されます。 
落とし棒を施錠する場合は上記と逆の 
手順で施錠してください。 

①開閉操作金具のロックつまみを枠側にスライドし 
 ロックを解除します。 
②開閉調整つまみを上下に操作し格子の開閉をおこ 
 ないます。 
③希望の位置で開閉操作金具のロックつまみを矢印 
 方向に操作しロックします。 

開閉調整つまみ 
ロック 

（ロック解除状態） 
ロックつまみ 

開閉操作金具 

全開放 

閉鎖 

操作図（参考） 

風・光 

格子 
格子角度例 

全開放 45° 閉鎖 

片開きタイプ 

両開きタイプ 

門柱 

扉本体 

扉本体 

門柱 落し棒 
落し棒受け 

家内側 

家内側 

① 

② 

ボタンを引く 

ボタンを引いた 
まま上へあげる 

 

注  意 
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□通風面格子付きサッシ □ブリーシア 

通風面格子付きサッシの取扱い 

1．普段は、防犯上サブロック操作ツマミを“閉”にしてストッパーが戻らないようにして使用してください。 
2．サブロック操作ツマミを操作する時は、窓を閉めてクレセントをロックしてからおこなってください。 
      窓の思わぬ開閉により指や手を挟み、思わぬ事故やけがにつながります。 

この商品は、従来面格子の持つ防犯性に加え、通風機能換気機能を取り入れた商品です。 
必ずご使用前にこの説明書をお読みになり正しくお使いください。 
また、サッシ本体の取扱いについては引違い窓の項目をご参照願います。 

注  意 

お 願 い 

面格子本体には穴をあけないでください。 
パラボラアンテナなど、他の器具を面格子に 
取り付けたりしないでください。（図-3） 

サブロック 

面格子の取り外し・取り付け 

通風格子のバリエーション 

サブロックは窓の開放を制限する金具です。袖パネル付き面格子と組み合わせて使用することにより防犯性を 
保ちつつ換気をおこなうことができます。下記の手順にてご使用ください。 

１．取り外し操作 

２．取り付け操作 

①面格子上部に取り付けられているはずれ止め金具（上部２箇所）のねじ 
 をドライバーでゆるめて固定板をずらしてください。（図-1・2） 
②室外側から面格子を両手で持って、持ち上げ外部側に取り外してください。 

①面格子上部のひれを上枠レールにはめ込み、面格子を下げながら 
 面格子下部のひれを網戸レールにはめ込んでください。 
②面格子はずれ止め金具を図-2の状態にして固定ねじを締め付けてください。 
③最後に面格子を持ち上げて面格子が外れないことを確認してください。 

①袖パネル及びサブロック付き ②面格子のみ袖パネルなし 

①通常使用時はサブロックの操作ツマミを閉の状態にして 
 ストッパーが飛び出した状態で使用してください。 
②窓を全開放したい場合は、操作ツマミを開の状態にする 
 ことでストッパーが障子内に引っ込み全開放することが 
 できます。 

固定板 

室外イメージ図 室外側 
袖パネル サブロック 

クレセント 
クレセント 

操作ツマミ 

ストッパー 
開口寸法100

図-1 図-2

面格子外れ止め 

上枠レール 

面格子上部のひれ 

面格子下部のひれ 
網戸レール 

1．人が乗ったり、ぶら下がったりしないでください。 
      面格子が落下したりすると、事故やけがにつながります。 
2．面格子を取り付け後、面格子はずれ止め金具を必ず固定して 
      ください。はずれ止め金具が掛かっていないと面格子が外れ、 
      事故やけがにつながります。 

注  意 

室内側 室外側 室内側 

面格子について 

取り外しを可能にするために通常の固定型の面格子と比較して、面格子本体を持って動かした場合若干のガタツキが 
ありますが、これは取り外しのための余裕寸法によるもので、性能機能的に問題となるものではありません。 

図-3
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操作ツマミ 

ストッパー 



□FNS-70面格子付きサッシ 
□FNS-70EAT面格子付きサッシ 

□FNS-70AT面格子付きサッシ 
□FNS-70P面格子付きサッシ 

非常脱出面格子付きサッシの取扱い 

1．普段は、防犯上サブロック操作ツマミを“閉”にしてストッパーが戻らないようにして使用してください。 
2．サブロック操作ツマミを操作する時は、窓を閉めてクレセントをロックしてからおこなってください。 
   窓の思わぬ開閉により指や手を挟み、思わぬ事故やけがにつながります。 

この商品は、非常時に面格子を室内側から取り外して窓から脱出できるようにしています。（一部商品対象外） 
必ずご使用前にこの取扱説明書をお読みになり正しくお使いください。また、1年に1度は面格子の取り外し 
手順を確認してください。サッシ本体の取扱いは引違い窓の項目をご参照願います。 

注  意 

お 願 い 

面格子本体には穴をあけないでください。 
パラボラアンテナなど、他の器具を面格子に 
取り付けたりしないでください。（図-3） 

サブロック 

面格子の取り外し・取り付け（サッシにサブロック付きの場合）※非常脱出タイプ 

面格子のバリエーション 

サブロックは窓の開放を制限する金具です。下記の手順にてご使用ください。 

 1．操作ツマミ連動なしタイプ 

 1．取り外し操作 

 2．取り付け操作 

①非常時、面格子を取り外す場合、サブロック操作部のフタを上げて 
 操作ツマミを“開”にして外障子を全開にしてください。 
②面格子の把手を両手で持って持ち上げ外部に取り外してください。 
 ※縦枠と面格子をつなぐチェーンが取り付いていますので 
  取り外しの際には注意してください。 

①面格子上部のひれを上枠レールにはめ込み、面格子を下げ 
 ながらチェーンが、面格子とサッシ縦枠を外部に軽く押し 
 てチェーンを内側に引っ張り、隙間に押し込んでください。 
 （チェーンは両側にあります） 

②非常脱出用サブロック付き（連動タイプ） 
①非常脱出用サブロック付き（連動なしタイプ） 

③面格子固定タイプ（非常脱出機能はありません） 

①通常使用時はサブロックの操作ツマミを閉の状態 
 にしてください。ストッパーが飛び出した状態で 
 ロックされます。 
②非常時または窓を全開放にしたい場合は、サブ 
 ロック操作部のフタを上にスライドさせ、操作 
 ツマミを開の状態にします。 
③ストッパーのロックが解除されているのでストッパー 
 を手や指で押しながら障子を全開放します。 
④窓を閉めた後は必ずサブロックを閉の状態に戻して 
 ください。 

 2．操作ツマミ連動タイプ 
①通常使用時はサブロックの操作ツマミを閉 
 の状態にしてください。ストッパーが飛び 
 出した状態でロックされます。 
②非常時または窓を全開放にしたい場合は、 
 サブロック操作部のフタを上にスライドさ 
 せ、操作ツマミを開の状態にするとストッ 
 パーが框内に収納され、窓が全開放可能に 
 なります。 
③窓を閉めた後は必ずサブロックを閉の状態 
 に戻してください。 

室内側 

クレセント 

上枠レール 

面格子上部のひれ 

面格子下部のひれ 
網戸レール 

1．人が乗ったり、ぶら下がったりしないでください。 
   面格子が落下したりすると、事故やけがにつながります。 
2．面格子を取り付け後、面格子はずれ止め金具を必ず固定して 
   ください。はずれ止め金具が掛かっていないと面格子が外れ、 
   事故やけがにつながります。 

注  意 

図-3

把手 

面格子外れ止め 

把手 

クレセント 

サブロック操作部 
ストッパー 

ストッパー 

操作ツマミ 

フタ 

把手 

チェーン 

面格子縦枠 
入れて下さい。 
この隙間にチェーンを 
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面格子の取り外し・取り付け ※面格子固定タイプ 

把手 

チェーン 

面格子縦枠 
入れて下さい。 
この隙間にチェーンを 

お 願 い 

面格子本体には穴をあけないでください。 
パラボラアンテナなど、他の器具を面格子に 
取り付けたりしないでください。（図-3） 

 1．取り外し操作 

 2．取り付け操作 

①面格子上部に取り付けられているはずれ止め金具（上部2箇所） 
 のねじをドライバーでゆるめて固定板をずらしてください。 
（図-1・2） 
②室外側から面格子を両手で持って、持ち上げ外部側に取り外し 
 てください。 

①面格子上部のひれを上枠レールにはめ込み、面格子を下げながら 
 面格子下部のひれを網戸レールにはめ込んでください。 
②面格子はずれ止め金具を図-2の状態にして固定ねじを 
 締め付けてください。 
③最後に面格子を持ち上げて面格子が外れないことを確認 
 してください。 

固定板 

図-1 図-2

上枠レール 

面格子上部のひれ 

面格子下部のひれ 
網戸レール 

1．人が乗ったり、ぶら下がったりしないでください。 
   面格子が落下したりすると、事故やけがにつながります。 
2．面格子を取り付け後、面格子はずれ止め金具を必ず固定して 
   ください。はずれ止め金具が掛かっていないと面格子が外れ、 
   事故やけがにつながります。 

注  意 

図-3
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防虫網のお手入れ 

防虫網について 

□取り外し可能型面格子全種 

面格子網戸の取扱い 

1．網戸の両側から水を含ませた柔らかい布やスポンジなどで、軽く 
     はさむようにして汚れを落してください。 
2．電気掃除機をお使いの場合は、ブラシのついた吸込み口を取付けて 
     軽くこするようにしてお使いください。 
3．汚れのひどい場合は、中性洗剤を含ませた柔らかい布や、スポンジ 
     などで、軽くはさむようにして汚れを落としてください。 
     汚れが落ちたら水を含ませた布やスポンジなどでふきとってください。 
 

面格子用の防虫網は市販の引違い窓用の網を購入してお客様が交換することもできます。 
お客様自身で張り替えをおこなう時は、取り外し面格子のページをご参照の上、説明書の記載内容にしたがい 
注意して面格子の取り外し、取り付け作業をおこなってください。 
網の張り替え作業は一般の網戸と同様におこなってください。 

お 願 い 

網の片側より強く押さえないでください。網がはずれたり、破れたりします。 
網には火気を近づけないでください。 
防虫網をメンテナンスし面格子を再取付した時は必ず固定金具をセットしてください。 

※網の交換は一般の網戸張り替えと同じ 
 ようにおこないますが、格子のはずれ 
 止め金具部は金具をはずすことができ 
 ませんので、金具部の網押さえは下記 
 のように工具で網押さえゴムを押しつ 
 けてください。 

  
  
  
  

はずれ止め 

網押さえ 

防虫網 

網押さえゴム 
（外径φ4.5mm） 
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安全にご使用いただくために 

□玄関扉 

玄関扉の取扱い 

製品を正しくご使用いただくために、この取扱説明書を良くお読みください。 

 ここに掲載したお願い・注意事項は、人身事故や財産上の損害を未然に防止するために、守っていただきたい 
 ことを示しています。 

ご留意いただきたいこと 

ご使用に当たっては、以下の点にご留意ください。 

お 願 い 

1．ドアの開閉にあたっては、必ずハンドルを持って操作してください。ハンドル 
       から手を放したりドアの先端に手を置くと、突風などでドアが急に閉まったと 
       き、扉が身体に当たり転倒したり、ドアと枠の間で指を挟み思わぬけがをする 
       おそれがあります。（図-1） 
2．ドアの開閉時には、丁番側のすき間に絶対に手を置かないでください。指を 
       挟んで大けがをするおそれがあります。特にお子さまにはご注意ください。 
  （図-1） 
3．風の強い時はドアを閉めて、必ず鍵をかけてください。風によりドアが急に 
       開閉することがあり、けがやドアの破損につながることがあります。 
4．ドア付近でのお子さまの遊びやドア付近に身体の不自由な方や、お年寄りが 
       立ち止まっていたりしないよう、保護者の方はご注意ください。 
5．下枠に段差がある場合、通行にご注意ください。つまづきによる転倒などの 
       危険性があります。（図-2） 
6．扉にぶら下がったりしないで下さい。危険ですし、扉がゆがんだり、吊り下 
       がりが生じ開閉に不具合を生じる可能性があります。 
7．ドアの開閉時に下枠や床と扉の間に足を挟まれないようご注意ください。けが 
       をする危険性があります。 

お 願 い 

1．出入口のドアを防火設備として使用する場合は、防火管理上いつも閉まった状態にしておくことが必要です。 
       ドアにくさび、ストッパー、ドアガードなどをかませて開放状態にしておきますと、火災発生時、延焼する 
       など被害の拡大につながるおそれがありますので、開放状態にしないでください。 
2．不用意にドア丁番側に、くさびなどをかませて開放状態にしますと、ドアの変形や開閉に支障をきたす場合 
       がありますので、絶対にくさびなどをかませないでください。 
3．玄関ドアに使用される用心鎖やドアガードは、錠の代用として使用しないでください。用心鎖やドアガード 
       は、来訪者の確認などのために使用する初期防犯用金物です。 
4．台風などの暴風雨時にはドアの性能を超えて、雨水が玄関や屋内に浸入することがあります。下枠部分に雑 
       巾やタオルをあてておきますと、吹き込みを防止できます。 
5．新聞などの投入口がある場合、長期不在などで投入口に投函物をためると不在であることが第三者にわかる 
       事となり、泥棒などの不法事件が発生する可能性があります。長期不在などの場合事前に新聞配達を止める 
       等の対策をすることをおすすめいたします。 
6．ドア付近には、美術品や工芸品を置かないでください。ドアの開閉による振動や突風による急開閉の衝撃で 
       破損する危険性があります。 
7．ドアに直接ホースなどで水をかけて清掃されますと、ドアや金具細部に水が溜まり腐食の原因となります。 

郵便受箱 

内観図 

郵便受口 

外観図 

ドアスコープ 

丁番 

ドアクローザ 

錠前 

レバーハンドル、 
プッシュプル錠など 

ドアガード又は用心鎖 

図-2

枠 

図-1

扉 

枠 
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オプション部品 
 下記の部品が取り付けられている場合は、以下の点にご留意ください。 

メンテナンス 
 長期間ご使用になりますと、丁番のねじのゆるみ、ドアのがたつきなどの不具合が発生することがあります。 

 玄関ドアの清掃についてはアルミサッシと同様に定期的な清掃をお願いします。(P2参照)

 そのままにしておきますと、人身事故や家財の損害などの原因になります。ドアの使用にあたり異常を感じた 
 場合、次にように対処してください。 

ドアの開閉速度が変化 
するなど動きがおかし 
くなった。 

不具合状況 対              処 

ドアががたついたり、 
開閉時に枠にあたる。 

ドアクローザの不調が考えられます。調整によって直ることもあります。 
詳細はドアクローザの取扱説明書をよくお読みの上、調整してください。 
※ドアクローザの取扱説明書がない場合、弊社までご連絡ください。 
※ＢＬマーク貼付商品のドアクローザについては、ＢＬ認定の基準として「特殊な工具以外 
 では閉じ速度を調整できない構造とする」となっておりますので、建物管理責任者に依頼 
 してください 
丁番を止めているねじがゆるんでいることが考えられます。 
このとき、ドアの下に木片をあてがってドアを水平に保持してねじを締め直してください。 

お 願 い  1．鍵および鍵穴には、油をささないでください。 
 2．施錠した時は、念のためにハンドルを動かして施錠状態を確認してください。 

ドアクローザ（自閉装置） 

ドアクローザは開いた扉を自動的に閉める装置です。 

※ドアクローザの■使用上のお願い、■速度調整のしかた、については別頁 ドアクローザの取扱い をご覧ください。 

1．ドアクローザはストップ付きとストップ無しの2種類の商品があります。 
   （ストップ付きは、扉を90°開いた状態で扉の作動を停止する機能を有しています） 
2．同室内で他の開口部（窓、玄関扉など）が開いていると、風の流動により閉鎖スピードが速くなることがあります。 

錠   前 

①掃除機を鍵穴に当ててほこりを吸い取ってください。 

鉛筆の芯を削る 削った芯を鍵にまぶす 鍵穴に差し込みを 
数回おこなう 

鍵穴部にノズルをあてる 

①鍵の抜き差しがスムーズでない場合には、 
 鉛筆の芯（黒鉛）を削って粉にしたものを 
 鍵にまぶして、何回か鍵穴に差し込んで 
 ください。 
②錠前がガタつく場合には、錠前の取付用の 
 ねじをドライバーで適度に締付けてください。 

■掃除機による方法 

■化粧モール付き扉 
1．扉および化粧モールのコーナー部に身体を当てたり、洋服を 
     ひっかけないようご注意ください。 
■ドアスコープ 
1．訪問者をレンズにて内部より確認する防犯用のものです。 
     ドアスコープ全体がねじになっています。ゆるみのある時は 
     室内側より10円玉などで増し締めしてください。 
■ガラス組込型 ドア 
1．ドアのガラス部に物を当てたり、強い衝撃を受けると、破損 
     することがありますので、けがなどにご注意ください。 

■覗き見防止フード 
1．ドア面より飛び出て取り付けられていますので身体に当たらない 
     ように、また洋服などを引っ掛けないようにご注意ください。 

■郵便受口・受箱 
1．郵便受口、受箱で子供が遊ばない様にしてください。思わぬけが 
     をしたり、部品が破損したりします。 
2．郵便受箱が、ドア面より飛び出て取付けられていますので身体に当たら 
     ない様に、また洋服などをひっかけない様にご注意ください。 
3．郵便受箱のフタ は使用後は必ず閉めてください。扉の開閉時に 
     身体に当たりけがをすることがあります。 
4．受口の高さは、3.7㎝です。これより厚いものを無理に入れますと 
     郵便物が破れたり取り出しにくくなることがあります。 

■鉛筆の芯による方法 

鍵が回りにくくなった場合の簡単なメンテナンス方法を記載します。 
注意事項をよくお読みになり正しくご使用ください。 

化粧モール 

化粧モール付き扉 

郵便受口 

ドアスコープ 

ガラス組込型 ドア 

採光用ガラス 

郵便受箱 
覗き見防止フード 
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□玄関扉 

ドアクローザの取扱い 

お 願 い 

 ドアの開閉時には、ドアと枠の間に手などを置かないでください。 
 強い風などでドアが急激に閉まり、手・指が挟まれることがあります。 
 

ドアクローザは開いた扉を自動的に閉める装置です。閉める速度は油圧で調整 
しますが、ドアの開き角度90°から閉まるまでの適正スピードは5～8秒です。 
お引渡し前に調整してありますが、必ずご使用前にこの説明書をお読みになり 
正しくお使いください。 
 1．ドアクローザはストップ付きとストップ無しの2種類の商品があります。 
    ストップ付きは、扉を90°開いた状態で扉の作動を停止する機能を有し 
    ています。 
 2．同室内で他の開口部（窓、玄関扉など）が開いていると、風の流動によ 
    り閉鎖スピードが速くなることがあります。 

 ドアが歪んだり、片下がりしてスムーズに動かなくなった場合は、ドアメーカーまたはビルの管理事務 
 所にご相談ください。 
 

 ドアの閉まる速度は、気温によって変わります。 
 気温が高くなると早くなりますので、説明書に従って適正速度に調整してください。 
  ドアクローザ本体内部から油がにじみ出たり、部品が破損した場合は、下記メーカーにご相談ください。 
 放置しておくと事故につながります。 
  ドアクローザを分解・改造しないでください。 
 故障の原因になります。 
  ドアクローザの取付ビスや連結部分に、緩みが生じた時には締め直してください。 

ドアクローザの保証期間は、1年間です。 
 

ニュースター製品メーカー連絡先 
 
  日本ドアーチェック製造株式会社 
 
 東京本社／〒110-0012 東京都台東区竜泉一丁目27番9号 
   〈ニュースター東京ビル〉 TEL(03)3871-1411(代) FAX(03)3875-6823 
 大阪本社／〒544-0014 大阪市生野区巽東三丁目17番10号 

 8270-8576)60(XAF )代(1521-8576)60(LET       
 
札幌支店  〒062-0020 札幌市豊平区月寒中央通り一丁目1番12号 TEL(011)851-8255～6 FAX(011)851-8256 
北陸支店  〒921-8021 金沢市御影町22番23号  TEL(076)243-2120(代) FAX(076)243-2148 
名古屋支店 〒462-0041 名古屋市北区波打二丁目町80番地の2 TEL(052)981-7531～2 FAX(052)981-7533 
福岡支店  〒812-0034 福岡市博多区下呉服町5番15号 TEL(092)271-5491(代) FAX(092)272-1923 
仙台営業所 〒983-0044 仙台市宮城野区宮千代三丁目8番1号 TEL(022)284-7501 FAX(022)284-6403 
静岡営業所 〒422-8034 静岡市駿河区高松一丁目24番17号 TEL(054)238-2751 FAX(054)238-2752 
広島営業所 〒731-0103 広島市安佐南区緑井六丁目9番11号 TEL(082)877-1611～2 FAX(082)877-1612 
高松営業所 〒761-0104 高松市高松町2077番地1 TEL(082)877-1611～2 FAX(082)877-1612 
 
 
 

ドアクローザ 
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調整バルブの位置 

速度調整のしかた 

◆適正速度 
 開き角度90°から閉まるまでの適正速度は『5～8秒』です。 
 
 
 
 ◆速度調整方法 
 速度調整バルブを回してください。 
 

早くなる 遅くなる 

2：第二速度調整バルブ 
 

早くなる 遅くなる 

 
 1：第一速度調整バルブ 
 

※早くする場合（左回り）は1回転以上回さないでください。 
※速度調整バルブは機種により次の3種類があります。 
 

マイナス溝形 プラス溝形 六角溝形 

◆調整範囲 

第一速度 

第二速度 

ラッチング 
アクション 
作動区間 

第一速度調整バルブ 

第二速度調整バルブ 第二速度調整バルブ 
ラッチングパネル 

第一速度調整バルブ 

第二速度調整バルブ 

第一速度調整バルブ 

第一速度調整バルブ 

第二速度調整バルブ 
第一速度調整バルブ 

第二速度調整バルブ 

第一速度調整バルブ 

第二速度調整バルブ 

第一速度調整バルブ 

第二速度調整バルブ 

第一速度調整バルブ 

ラッチングパネル 

第二速度調整バルブ 

第一速度調整バルブ 

第二速度調整バルブ 

■60Nシリーズ 
 

■80シリーズ 
 

■3000シリーズ 

 ズーリシ0006■ ズーリシ0007■
 

■BL－70シリーズ 
 

■5000シリーズ 
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